
竹の子にほんご交流会 会則
第1条　会の名称
・本会は「竹の子にほんご交流会」と称し、事務所は代表宅におく。
第2条　会の趣旨
「竹の子にほんご交流会」は、日本語学習支援活動を主な活動として、大阪大学の留学生、
外国人研究者やその家族と交流する仲間の会である。
大阪大学の留学生、外国人研究者ならびにその家族
　現在大阪大学では、約2000名の留学生が勉学し、多数の外国人研究者が短期・中期・長期にわたり研究活動に従事しています。また、留学生や外国人研究者においては家族を伴って暮らしているケースも多くあります。そうした、留学生、研究者並びにその家族の中には、日本人の市民や、同じように異文化・異言語の環境で生活する仲間や先輩たちと交流する機会を持つことで、(1)忙しくてストレスの多い異文化・異言語での生活の中で一つの安息の場を得、(2)友人・知人を得て、また、(3)各種の生活情報や便利な情報を獲得し、併せて、(4)交流の場において日本語を使用することで日本語を上達させたい、と希望する人もいます。また、(5)日本の文化や習慣や一般の人々の暮らしぶりに興味・関心を持ち、日本社会や日本人との接触を深めたい、と希望する人もいます。
わたしたち
　一方、大阪大学の周辺に在住する市民の中には、一つの社会活動の場を得、自らの視野を広げ、自己を啓発する場として、さまざまな機会を通じて、大阪大学の留学生や外国人研究者やその家族との交流を希望する人がいます。
わたしたちが作る交流の場
　そのような両者の交流のきっかけとして容易に思い浮かぶのは「日本語学習支援活動」です。しかし、わたしたちは「日本語学習支援活動」は、支援される外国人と支援する日本人が集まる場所であるとは考えていません。むしろ、外国人の方たちにとっては、上の(1)から(4)のような場であり、(5)のように展開するきっかけの場であると認識しています。わたしたちは、こうした場を外国人の方たちといっしょに作ることが、異文化・異言語で暮らす外国人の方たちにも、また、社会参加と自己啓発の機会を期待するわたしたちにとっても、有益なことであると考えます。
わたしたちが目指すところ
　わたしたちが「ボランティア（自らの認識と判断で、自らの意思に基づいて行動する人）」であるとすれば、それは外国人に優しいこのような場を創造し維持することにおいて「ボランティア」であって「支援」することにおいてではないと考えます。また、外国人参加者同士の交流や日本人参加者同士の交流をも促進することで、外国人対日本人という型にはまった対比から脱却し、参加者一人ひとりの間にある違いや個性に目を向け、人々の間にある多様性を自然なものとして受け入れる態度を身につけて行きたいと思っています。
外国人に優しい交流の場で、未来志向の有益な場を作る
　異文化・異言語の環境で暮らす外国人に優しい交流の場を作るとともに、参加者みんなにとって未来志向の有益な場を創造していきたいというのがわたしたちの願いです。このような気持ちを共有する仲間とともに本会を運営し、活動を展開していきたいと考えています。
第3条　入会資格
本会の会員は、国籍を問わず日本語を十全に話すことができる成人（大学生を含む）で、「第２条 会の趣旨」に賛同し、かつ、会の定期的な活動に参加できる者によるものと
する。
第4条　入　会 
入会は、会員の推薦者名記載の「入会申込者書」の提出と年会費の支払いを以て入会とする。なお、入会希望者は会則内容を承諾の上、入会するものとする。
第5条　入会手続き
入会は、入会申込書（会員の推薦と、会の趣旨への賛同を含む。）を提出し、運営委員会の承認を得て認められる。
運営委員会は、必要に応じて面談を行う。
第6条　退　会
退会は自由で、いつでも退会出来る。

年会費の支払いのない方は退会したものと見做す。
第7条　会の活動
・本会の主な活動は下記の通りとする。
　会の活動
会が直接運営する活動（会の活動のベース）

　　・にほんごテーブル

 (2) 国際教育交流センターの教員の要請に基づく日本語クラスへの参加
(3) 会員や非会員を対象とした研修会の企画・開催
    (4) 大阪大学・地域団体ボランティア留学生支援連絡協議会への参加
    (5) その他 随意企画する活動
第8条　会　費
会運営のための事務費や通信費、会の活動のために必要な諸経費を賄うために、
年会費として一人1,000円を徴収する。ただし、会費が不足したときには
臨時に徴収することがある。
会費の使途については運営委員会において判断する。　
第9条　会の運営
本会は運営委員会を組織して運営する。
運営委員会の任務
　　　
運営委員会の任務は次の通りとする。
　・会の運営については、運営委員会で相談して諸事決定することとする。
運営委員会は会の趣旨に基づいて、国際教育交流センター窓口担当教員との連携を

取りながら諸事を決定することとする。
　・運営委員会は、会の趣旨に基づいて会員の入会・退会等を決定する権能を持つ。
また、同じく会の趣旨に基づいて、会員に対して注意喚起を行うことができる。
国際教育交流センターの窓口担当教員との連携
　・国際教育交流センターの窓口担当教員は、必要に応じて運営委員会に出席し、情報提供や助言等を行う。
　・同教員は、国際教育交流センター教員の要請等の仲介をする。
　・会に対する日常的な連絡・調整・助言等は、同教員が代表あるいはそれに代わる人を通して行う。会員とのコミュニケーションも代表あるいはそれに代わる人を通して行う。
運営委員
・運営委員として下記の者を会員の中から互選にて選出する。
 顧問　　　　　　　　　1名
 代表  

　　　 1名
 副代表　

　　　 2名
 企画


1名
 会計


2名
 会員管理・連絡

1名
 書記・記録・文書管理
1名
　　⑧　会計監査　　　　　　　1名
　　　　※ 運営委員会には自主活動の代表も必要に応じて参加する。
・運営委員の任期は特に定めない。欠員が生じたときは随時補充する。
　
運営委員会の開催
・運営委員会は、毎月末の最終火曜日に開催するものとする。
ただし、必要が生じたときは随時開催する。
運営委員会の業務
・運営委員会の主な業務は下記の通りである。
　　①　入会と退会に関する事由
　　②　会員名簿の管理
　　③　会員への各種の連絡・情報提供
　　④　各活動の円滑な運営及び会場管理
　　⑤　会員の活動状況の把握
　　⑥　国際教育交流センターとの連絡・調整
　　⑦　特定の事由に関わる会員との連絡・調整
　　⑧　会員からの提案等の受付、また会の活動に関する企画・調整
活動記録の作成・保管
新入会員向けのオリエンテーション（随時開催）
会計監査
　　・会計監査は、会員の中から選出する。
　　・会計監査は、監査内容を総会に報告する。

第10条　総　会
総会は年１回、代表が召集して開催し、全会員で構成する。
ただし、必要あるときは、臨時に開催することができる。
総会は、構成員の２分の１以上の出席により会議は成立する。
総会の議案は、出席者の２分の１以上の賛成により議決される。
第11条　会計年度
会計年度は、４月１日から翌年３月３１日の１年間とする。
第12条　本会則の改廃
本会則の改廃は、総会の議決による。
付則
1.本会則に定めていない事項は、運営委員会で決定する。
2.本会則は平成１８年４月２６日より発効する。
3.本会則（改定）は、平成２０年４月２日から施行する。
4.本会則（改定）は、平成２２年３月２４日から施行する。

5.本会則（改定）は、平成２６年３月１８日から施行する。
6.本会則（改定）は、令和５年３月７日から施行する。
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